
91建設機械施工 Vol.67　No.10　October　2015

▶〈02〉掘削機械

15-〈02〉-05
日立建機
ミニショベル（後方超小旋回型）

ZX20U-5A

’15.04発売
新機種

土木工事をはじめ，؅工事，設උ工事，建ங基ૅ工事などのڱ小

な現場で࢖用される 2�0 トンクラスの後方௒小ટ回型ミニショベル

であり，国土交通省第 3次排出ガスおよび，௒低૽Ի型建設機械の

基準値に適合している。

操作レバー方式を前スタンドレバーからリストコントロールレ

バーに変更したことにより，広い運転੮で༨༟のある操作が可能と

なっている。

操作方式は，上位機種同様「全操作油圧パイロット式レバー」と

し，オプションの 48":セレクタバルブ式マルチレバーも従来機

と同様に運転੮下の外から見やすい位置に装着できる。

標準仕様の 2பキャノピのルーフは，「Ӎߔ付きの大型ルーフ」

であり，できるだけオペレータにӍがかからないようにしている。

さらに，「上下スライド式Τンジンカバー」や「ワンタッチで開

ด可能なラジΤータカバー」などの「ワイドフルオープンカバー」

により，車体後方からのメンテナンス作業が容қとなっている。シー

トを前方に౗すことによりΤンジン上部のメンテナンスも容қであ

る。

オプション品として，「4面補ڧ付きアーム」，「ଆ面・ఈ面補ڧ

バケット」，「アタッチメント഑؅」および「ॻ類入れ用ϗルダ」も

しくは「グリスガンϗルダ」がある。さらに，盗難༧防装置として

「テンキーロックシステム」や「イモビライザキー」を装උしている。

දᴷ �　;9��6��" ͷओͳ༷࢓

標準バケット容量‌ （N3） 0�07

最大掘削深さ‌ （N） 2�33

最大掘削半ܘ‌ （N） 4�19

最大掘削高さ‌ （N） 4�08

機械質量‌ （t） 1�99

定֨出力‌ （L8（PS）/Ninʵ 1） 13�0（17�7）/2
200

走行速度　高速／低速‌ （LN/I） 4�4／2�6

‌能力ࡔొ （�） 47

接地圧‌ （LPa） 24�2

最低地上高‌ （N） 0�29

クローラー中心距離‌ （N） 1�20

シュー幅‌ （N） 0�25

全長ʷ全幅ʷ全高（༌ૹ時）‌ （N） 3�86 ʷ 1�45 ʷ 2�41

標準小ച価֨‌ （ඦສԁ） 3�65

஫）価֨は工場ད౉し，消費੫別。ੇ๏および価֨は 2பキャノピ仕様。

問合せ先：日立建機᷂　経Ӧ؅理౷ׅ本部

ブランド・コミュニケーション本部　広報戦略ࣨ　広報グループ

˟ 112-8563　౦ژ都จ۠ژ後ָ 2丁目 5൪ 1߸

ࣸਅᴷ �　��೔ཱ建機　;9��6��"　ϛχγϣϕϧʢํޙ௒খટճܕʣ�
ʢҰ෦ΦϓγϣϯΛؚΉʣ

15-〈02〉-07
コベルコ建機
ミニショベル（超小旋回型）
SK30UR-6，SK38UR-6，SK50UR-6E

’15.07～10発売
新機種

؅ຒ設，路面補मなどの工事で利ศ性を発شする 3～ 5トンクラ

スの௒小ટ回型ミニショベルである。S,50U3-6E は排出ガス後ॲ

理装置（DPF）を装උし，特定特घ自動車排出ガス 2014 年基準に

適合している。

Hモード（作業優先モード）に加えて，Sモード（省Τネ・燃費

優先モード）を設定し，作業負荷に合わせた作業モードの選択が可

能であり，燃料消費量は，従来モデルのHモードに対して，Sモー

ドで，最大໿ 23 ～ 25ˋの低減をਤっている。

さらに，Τンジンྫྷ٫システム iNDr（アイ・Τψ・ディー・アー

ル）を，௒小ટ回型ミニショベルに搭載し，Τンジンルーム内の防

ਖ性とメンテナンス性を向上させ，従来機に比べ，機械右後方で最

大 4 d#の૽Իを低減させている（S,30U3-6 の場合）。

なお，Τンジンྫྷ٫の排෩を下方に向け，Τンジン排出ガスにつ

いても，機体下方に排出する「iNDrʴE」仕様（S,50U3-6E は標

準設定，S,30U3-6 及び S,38U3-6 はオプション設定）を設定する

ことで，接近する২木に直接೤෩を当てず，立ちރれを཈制してい

る。

キャノピには߶性のある߯板ルーフ，キャブにはラ΢ンドデザイ

ンやリンク式スライドドアを採用し安全性・ॅډ性の向上をਤって

いる。ڞにTOPS（ԣ転時オペレーター保ޢ構଄）規֨に適合して

いる。さらに，ϋイリーチクレーン（オプション）の௻り上げ能力

を引き上げるなど，作業性能も向上させている。
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දᴷ �　4,��63��ɼ4,��63��ɼ4,��63��& ͷओͳ༷࢓

本体型式 S,30U3-6 S,38U3-6 S,50U3-6E

標準バケット容量（山ੵ／ฏੵ）‌（N3） 0�07／0�06 0�11／0�07 0�20／0�18

クローラ仕様‌ ΰムクローラ ΰムクローラ ΰムクローラ

機械質量（キャノピ／キャブ）‌（t） 3�00／3�20 3�64／3�83 5�32／5�49

定֨出力‌ （L8/Ninʵ 1） 17�1/2
400 17�1/2
400 27�9/2
400

燃料タンク‌ （l） 42 42 75

ટ回速度‌ （Ninʵ 1‌ʨrQNʩ） 8�3ʨ8�3ʩ 9�9ʨ9�9ʩ 8�5ʨ8�5ʩ

走行速度（1速／2速）‌（LN/I） 2�1／3�8 2�5／4�2 2�2／4�0

‌能力ࡔొ ˋ（度） 58（30） 58（30） 58（30）

最大
掘削力

バケット‌ （LNʨLgGʩ） 25�6ʨ2
600ʩ 27�1ʨ2
760ʩ 35�2ʨ3
590ʩ

アーム‌ （LNʨLgGʩ） 16�2ʨ1
650ʩ 14�1ʨ1
430ʩ 21�9ʨ2
230ʩ

全長‌ （N） 4�22 4�32 5�24

全幅‌ （N） 1�55 1�70 1�96

全高‌ （N） 2�57 2�57 2�60

最大掘削半ܘ‌ （N） 4�69 4�98 5�81

最大掘削深さ‌ （N） 2�88 3�26 4�17

最大掘削高さ‌ （N） 5�41 5�67 6�41

最大ダンプ高さ‌ （N） 4�00 4�26 4�86

価֨（੫抜き）‌ （ඦສԁ） 4�940 5�501 8�123

問合せ先：コベルコ建機　Ӧ業ଅ進部

˟ 141-8626　౦ژ都品઒۠北品઒ 5丁目 5൪ 15 ߸

　　　　　　（大࡚ブライトコア 5F）

ࣸਅᴷ �　ίϕϧί建機　4,��63��&　ϛχγϣϕϧʢ௒খટճܕʣ

▶〈03〉積込機械

15-〈03〉-01
日立建機
ホイールローダ　　ZW80-5B

’15.02発売
モデルチェンジ

主にআઇ，೶ச産，産廃等で࢖用されているϗイールローダであ

り，「時代にマッチしたڥ؀性能」「շ適な運転ۭ間」「メンテナン

スコストの低減」をコンセプトにモデルチェンジしたものである。

特定特घ自動車排出ガス規制 2014 年基準に適合しており，ࢎ化

৮ഔとマフラのみで構成される排ガス後ॲ理装置により，セラミッ

クフィルタの定期ਗ਼૟・交換が不要である。国土交通省低૽Ի指定

機であるが，Τンジン最高回転数を 10ˋ཈制するスロットルリミッ

トスイッチにより，૽Ի値を௒低૽Ի相当まで下げることも可能で

ある。

運転੮へのアクセスルートには左右にグラブϋンドルと大型ス

テップを設け，安全に৐߱可能である。運転੮はշ適なサスペンショ

ンシートをはじめ，作業機レバーや前後進レバーのޡ操作防止レ

バーロック，רき込み式シートベルト，Τンジンオフ時に自動的に

作動するパーキングブレーキ，3OPS/FOPS 構଄のキャブ仕様な

どにより，安全性の向上をਤっている。

メンテナンス面では，センターコンソールに഑されたモノクロӷ

থモニタにフィルタの交換時期を஌らせる機能を設け，定期的なメ

ンテナンスをサポートしている。作業機のジョイント部には५滑特

性のよいHNブッシュを採用し，ࢷڅ間ִを 250 時間へԆ長してい

る。車体下部のࢷڅ部にはリモート഑؅を装උし，日々のメンテナ

ンスにかかる時間を低減している。

දᴷ �　;8����# ͷओͳ༷࢓

標準バケット容量‌ （N3） 0�9

運転質量‌ （t） 4�895

最大出力‌ （L8（PS）/Ninʵ1） 49（67）/2
200

定֨荷重‌ （t） 1�440

全長‌ （N） 5�235

全幅‌ （N） 1�920

全高‌ （N） 2�790

ϗイールベース‌ （N） 2�200

トレッド‌ （N） 1�470

ダンピングクリアランス‌ （N） 2�500

ダンピングリーチ‌ （N） 0�880

最高走行速度（前進／後進）‌ （LN/I） 34／34

標準小ച価֨（੫抜）‌ （ඦສԁ） 8�8

஫）価֨は工場ད౉し，消費੫別。
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ࣸਅʕ�　೔ཱ建機　;8����#　ϗΠʔϧϩʔμ

問合せ先：日立建機᷂　広報戦略ࣨ　広報グループ

˟ 112-8563　౦ژ都จ۠ژ後ָೋ丁目 5൪ 1߸

▶〈05〉クレーン，インクラインおよびウインチ

15-〈05〉-04

日立住友重機械建機クレーン
テレスコピックブーム式
クローラクレーン

650TLX

’15.03発売
新機種

建ங，ߓ࿷荷役，基ૅ土木に加え，ط存ߌ撤ڈ作業にも対応した

65 t ௻りテレスコピックブーム式クローラクレーンである。

作業性能を高めるため，軽量かつ高ڧ度・高߶性な࿡角断面形ঢ়

の 4段テレスコピックブームとしている。さらにオーガやバイブロ

など基ૅ系現場の多様なニーズに対応するために，圧力および流量

のҟなる 3つの油圧源をオプションで用ҙしている。また，モード

切替スイッチ（クレーン／掘削）により掘削モード（掘削作業時に

は，ܯ報のみ発する）に切り替えて，安全を確保しながら掘削作業

にもू中できるようにしている。

༌ૹ・分解組立面では，クローラ自力着脱装置や自力着脱装置付

カ΢ンタ΢Τイトを設定し，さらにブームも着脱可能（いずれもオ

プション）とすることで，テレスコピックブームの持つ機動力の高

さと༌ૹ規制へ対応している。また，本体༌ૹ幅を 2�99N とする

ことで，回ૹ時のトレーラーの待機時間をなくし，༌ૹコストを低

減させている。

安全面では，シンプルで࢖いやすい大型モニターに加え，ボイス

アラームなどの事ނ཈止機能をॆ実させている。さらにટ回角度制

限装置（オプション）と過負荷防止装置（M／ -）のブーム高さ

制限およびブーム角度（上限／下限）制限機能を組み合わせること

で，作業ྖ域の設定を可能とし，接৮事ނの防止および൓復作業の

効率向上により，オペレータの疲労軽減をਤっている。

標準装උの༧防保全システム「リモートセンシング」により，機

械の݈߁ঢ়ଶを把握し，ダ΢ンタイムの最小化とメンテナンスの向

上，整උ時間やコストの削減をਤっている。

දᴷ �　���5-9 ͷओͳ༷࢓

クレーン仕様

最大つり上げ荷重ʷ作業半ܘ‌ （t ʷN） 65 ʷ 3�0

ブーム長さ‌ （N） 10 ～ 30�1

ロープ速度　フロント／リϠ‌ （N/Nin） 105

　　　　　　第 3΢インチ‌ （N/Nin） 105

ブーム上げ速度‌ （T/ 度） 52/0 ～ 78�0

ટ回速度‌ （Ninʵ 1） 4�5

走行速度（高速／低速）‌ （LN/I） 1�7／1�2

‌能力ࡔొ （�） 30

Τンジン໊শ いすʎ 6H,1
（2011 年基準適合）

定֨出力‌ （L8（PS）／Ninʵ 1） 210（285）／1900

接地圧‌ （LPa） 92�4

全装උ質量‌ （t） 70�9

価֨（クレーン標準仕様：੫抜）‌ （ඦສԁ） 85�0

஫：表中，各作業速度は負荷により変化します。

問い合わせ先：日立ॅ༑重機械建機クレーン᷂　ൢചا画部

˟ 110-0015　౦ژ都୆౦۠౦上໺࿡丁目 9൪ 3߸

ࣸਅᴷ �　೔ཱॅ༑ॏ機械建機ΫϨʔϯ　���5-9　ΫϩʔϥΫϨʔϯ
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▶〈11〉コンクリート機械

15-〈11〉-02
極東開発工業
コンクリートポンプ車

ピストンクリート PT110-10

’15.05 発売
新機種

「高圧ଧ設」「長距離ଧ設」に特化したブームඇ搭載の大型ピスト

ン式コンクリートポンプ഑؅車である。最大ు出量 112 N3/I，最

大ు出圧力 16�0 MQa の高圧大容量ユニットを搭載している。搭載

するトラックシャシーは移動性，設置性に഑ྀしてショートϗイー

ルベース（5�55 N）の G7822 t 車を採用している。

コンクリート圧ૹ装置は新油圧制御システムにより 
 従来の高圧

ピストン車よりもさらに高圧で大容量かつ低૽Ի仕様とし，また圧

ૹシリンダはシリンダストローク 2100 NNのロングストロークシ

リンダによりコンクリートバルブの切換え回数を少なくし，各機器

のຏ໣を軽減してランニングコストの低減をਤっている。また，コ

ンクリートଧ設ऴྃ後の഑؅ચড়用として従来機に比べు出能力を

໿ 25ˋ向上させた高圧ਫポンプを搭載してચড়作業の効率化を

ਤっている。

ポンプユニットには高ॴଧ設に࢖用されるストップバルブ（生コ

ンクリート逆流防止用）の作動用の油圧取出しポートを車両左右ଆ

面に各 2セット装උしており，最大 4୆（同時操作 2୆）のストッ

プバルブを作動させることができる。安全対ࡦとして，ϗッパଆ面

に設けたۓ急ఀ止ボタン（ϗッパ᎟፩Ӌࠜ，ポンプ運転，ブーム作

動をఀ止），᎟፩自動ఀ止装置（ϗッパスクリーンを開くと自動的

に᎟፩Ӌࠜをఀ止）などを装උしている。

දᴷ �　15������ ͷओͳ༷࢓

PT110-10

ポンプユニット仕様 8#仕様

最大ు出量　標準／高圧 （N3/I） 112/83

最大ు出圧力　標準／高圧‌ （MPa） 10�1/16�0

コンクリートシリンダܘ‌ （NN） 205

シリンダストローク‌ （N） 2�1

ਫポンプ‌ు出圧力‌ （MPa） 10�5

ϗッパ容ੵ‌ （N3） 0�5

リϠア΢トリガ張出スパン‌ （N） 2�38

車両‌全長ʷ全幅ʷ全高‌ （N） 9�98 ʷ 2�49 ʷ 3�015

車両૯質量‌ （t） 15�3

価֨‌ （ඦສԁ） 63

問合せ先：ۃ౦開発工業᷂　技術部

˟ 673-0443　ฌࡾݝݿ木市別ॴொ೹ 2൪地

ࣸਅᴷ ίϯΫϦʔτϙϯϓं　������15　ۀ౦։ൃ工ۃ　�

▶  〈12〉モータグレーダ，ロードスタビライザ，締固
め機械およびソイルプラント

15-〈12〉-02
コマツ
モータグレーダー

GD675-6

’15. 4発売
モデルチェンジ

NOY（஠ૉࢎ化෺）‌と PM（ཻ子ঢ়෺質）の排出量を従来機に比

べて大幅に低減し，オフロード๏（ˎ 1）2014 年基準に適合したモデ

ルチェンジ車である。加えて，Τンジンとトランスミッションを最

適に制御し，燃料消費量を従来機に比べ大幅に低減（ˎ 2）している。

また，Τンスト防止機能などの追加により生産性も向上させている。

車両後方確ೝ用の後方視ೝ用カメラ・モニタと，セカンダリΤン

ジンఀ止スイッチにより安全性を高めるとともに，機械モニタには

઱໌で見やすい高精ࡉ 7インチ -CDモニタを採用し，運転中の燃

料消費率の表示やガイダンスにより省Τネ運転のサポートも行って

いる。

さらに，新車ߪ入時に自動的に付帯される，パワーラインの保ূ

Ԇ長と無ঈメンテナンスを取り入れた，サービスプログラム

「,OM"TSU‌C"3E（コマツ・ケア）」をఏڙしており，トータル

ライフサイクルコストの低減と長時間Քಇに貢献するとࢥわれる。

ࣸਅᴷ �　ίϚπ　(%�����　ϞʔλάϨʔμʔ
ʢҰ෦Φϓγϣϯؚ͕·ΕΔʣ
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දᴷ �　(%����� ͷओͳ༷࢓

土工仕様
3�7 Nブレード˞

আઇ仕様
3�7 Nブレード˞

運転質量‌ （t） 17�845 18�285

৐車人員‌ ໊ 1

Τンジン定֨出力　ネット‌ L8/ʤPS/rQNʥ Eモード：135ʵ163ʤ183ʵ221ʥ/2
000～2
100 Ninʵ 1

P モード：135ʵ150ʵ163ʤ183ʵ203ʵ221ʥ/2
000 ～ 2
100 Ninʵ 1

ブレード長さʷ高さʷްさ‌ （N） 3�71 ʷ 0�545 ʷ 0�019

全長‌ （N） 9�51 9�765

全幅‌ （N） 2�41

全高‌ （N） 3�175 3�41

最小ટ回半ܘ‌ （N） 7�4

最高速度‌ （LN/I） 48�5

価֨˞‌ （ඦສԁ） 32

˞価֨：工場ད౉し消費੫抜き
土工仕様には 3�7 Nブレード以外に 4�0 Nブレードを選択可能
আઇ仕様には 3�7 Nブレード以外に 4�0 Nブレード，4�3 Nブレードを選択可能

ˎ 1ɽ‌‌オフロード๏：特定特घ自動車排出ガスのNOY（஠ૉࢎ化෺），

PM（ཻ子ঢ়෺質）排出量の規制等に関する๏཯。

ˎ 2ɽ‌‌P モード時 13ˋ減／時間　Eモード時 28ˋ減／時間

　　‌ ‌‌自ࣾテスト基準による従来機との比ֱである。実作業では作

業৚件によりҟなる場合がある。

問合せ先：コマツ　コーポレートコミュニケーション部

˟ 107-8414　౦ژ都۠ߓ੺ࡔ 2-3-6

15-〈12〉-03
日立建機カミーノ
ハンドガイドローラ

ZV550WL

’15.05発売
モデルチェンジ

ಓ路工事や基ૅ工事などで࢖用されるϋンドガイドローラの

550 Lg クラスにおいて，本体上面を従来機に対し 192 NN低くし

軽量コンパクト化することで，前方視ೝ性・操作性を向上させたモ

デルチェンジ機である。

;7-8シリーズの特徴であるਗ਼૟の容қなࢄਫノズルを踏襲する

とともに，パワーパックとローラ間の開ޱを大きくとることで，ロー

ラのਗ਼૟性を向上させている。

前後進レバーを中ԝに഑置し，本体の左右どちらからでも容қに

操作できるようにするとともに，大型スイッチの採用により操作性

を向上させている。

ϋンドルアシスト機能の追加により，ϋンドル֨ೲ時の操作力を

従来機に対し 45ˋ低減させている。

スクレーパ・走行モータ・操作スイッチの各部位に保ޢ構଄を設

け，ি突やҟ෺৵入での破損防止をਤっている。

දᴷ �　;7���8-ͷओͳ༷࢓

機械質量‌ （Lg） 565

Τンジン型式 クボタE75-E3-N#3

Τンジン定֨出力‌ （L8/Ninʵ 1） 4�0/2
500

燃料タンク容量（軽油）‌ （-） 4�8

走行速度‌ （LN/Ir） 前進 0～ 3�5 ／後進 0～ 3�0

ৼ動数‌ （H[） 55

‌ৼ力ى （LN） 9�8

価֨（੫抜）‌ （ඦສԁ） 1�8

問合せ先：᷂日立建機カミーノ　Ӧ業本部

˟ ૲加市ห天ݝۄ࡛　340-0004 5-33-25

ࣸਅᴷ �　೔ཱ建機Χϛʔϊ　;7���8-　ϋϯυΨΠυϩʔϥ
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15-〈12〉-04
日立建機カミーノ
プレートコンパクタ

ZV40PFL

’15.05発売
モデルチェンジ

ಓ路工事や基ૅ工事などで࢖用されるプレートコンパクタの

40 Lg クラスについて，操作性・運ൖ性の向上を目的にモデルチェ

ンジしたものである。

;7-PF シリーズの特徴であるΤンジン防ৼΰム・ϋンドル防ৼ

ΰム・ϋンドルストッパΰムによる 3重防ৼ設計を踏襲し，6ˋの

軽量化（対 ;740PF）により操作性・運ൖ性を向上させている。

௻؀をΤアクリーナ，Τンジンオイルのメンテナンスが容қなレ

イア΢トとし，さらにフレームをΤンジンオイルドレンプラグの取

り外しが容қなフラットでコンパクトな構଄とするなど，整උ性に

഑ྀしている。

ৼ部とఈ板部を分ׂすることで，ఈ板ຎ໣時の交換部位を最小ى

限とし，交換作業工数とランニングコストを低減している。さらに

ૣ期ຎ໣しやすいఈ板後部をೋ重構଄とし，補ڧ板のްみと面ੵを

増やすことで଱ٱ性を向上させている。

༌ૹにศ利な؆қ୆車（;740PF-・;760PF- 通）をオプショڞ

ンで設定している。

දᴷ �　;7��1'- ͷओͳ༷࢓

機械質量‌ （Lg） 46

Τンジン型式 スバルEH09

Τンジン定֨出力‌ （L8/Ninʵ 1） 1�5/3
600

燃料タンク容量（ガソリン）‌ （-） 1�5

走行速度　˞‌ （N/Nin） 19

ৼ動数‌ （H[） 103

‌ৼ力ى （LN） 7�2

価֨（੫抜）‌ （ඦສԁ） 0�22

（஫）˞日立建機カミーノの基準による。

問合せ先：᷂日立建機カミーノ　Ӧ業本部

˟ ૲加市ห天ݝۄ࡛　340-0004 5-33-25

ࣸਅᴷ �　೔ཱ建機Χϛʔϊ　;7��1'-　ϓϨʔτίϯύΫλ

▶〈13〉舗装機械

15-〈13〉-01
住友建機
アスファルトフィニッシャ

HA50W-8

’15.03発売
モデルチェンジ

ಓ路ฮ装工事に࢖用される搭৐式のアスフΝルトフィニッシャで

ある。コンパクトなボディによりಓ路ฮ装以外のற車場などの小規

໛な現場にも対応可能となっている。Ԇ長スクリードを必要とせず，

高߶性で 2�3 Nから 5 Nまで無段֊に৳縮可能な 3連৳縮スクリー

ドを装උすることで従来機に比ֱして高精度のฮ装が可能である。

オペレーターの操作性向上を目的として運転੮に 7インチのカラー

モニターを採用している。ڥ؀にも഑ྀしたΤンジンとΤコモード

の搭載により，低燃費運転を可能としている。フィールドビューモ

ニター（஫ 1）をオプション設定し安全性の向上をਤっている。ԕִ

Քಇ؅理システムを標準装උしている。

（஫ 1）‌‌アスフΝルトフィニッシャのࢮ角である前方と左右の各カ

メラ画૾を合成ॲ理し，運転੮のカラーモニター上にて広

角からの၆ᛌө૾により安全確ೝが可能なシステム。

දᴷ �　)"��8�� ͷओͳ༷࢓

　 T7仕様 7仕様

ʪฮ装能力ʫ　

ฮ装幅‌ （N） 2�3 ～ 5�0‌（無段֊৳縮）

ฮ装ް‌ （NN） 10 ～ 150

ฮ装速度‌ （N/Nin） 2�0 ～ 12

ϗッパ容量‌ （t） 8

ʪ本体ʫ

質量‌ （Lg） 10840 10650

全長‌ （NN） 5920

全幅‌ （NN） 2490

全高（キャノピ付）‌ （NN） 2555（3410）

࣠距‌ （NN） 2500

ྠ距‌ （NN） 2110 ／ 1970

ʪΤンジンʫ 　

メーカー・型式‌ ʵ いすʎ 4++1X;SS-02

૯排気量‌ （-） 2�999（4C:-）

定֨出力‌ （L8/Ninʵ 1） 74�9/2000

最大トルク‌ （N・N/Ninʵ 1） 359/1600

燃料タンク容量‌ （-） 115
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問合せ先：ॅ༑建機ൢച᷂　Ӧ業ا画部

˟141-6025　౦ژ都品઒۠大࡚ೋ丁目1൪ 1߸（TIinL‌ParL‌ToXer）

ࣸਅᴷ �　ॅ༑建機　)"��8��　ΞεϑΝϧτϑΟχογϟ

▶〈14〉維持修繕・災害対策用機械および除雪機械

15-〈14〉-03
やまびこ
エンジンカッター

ECD7412S，EC7412S，EC7414S

’15.08発売
モデルチェンジ

現場でのコンクリートೋ次੡品（า車ಓڥ界ブロック，ଆߔなど）

やダクタイルரమ؅（ਫಓ用）などの切断作業における଱ٱ性向上

をਤってフルモデルチェンジしたΤンジンカッターである。

「4ステージΤアクリーナシステム」は，切断作業中に෣い上が

るคਖが，Τンジンの気化器（キャブレタ）に流入する前にคਖを

分離する。คਖ分離能力は，従来機に比べ໿ 7ഒに向上し，คਖか

らΤンジンをकっている。

特にूਖタイプ（ECD7412S）は，コンクリートೋ次੡品などの

切断作業に多く࢖用され，市֗地・ॅ୐地などคਖに഑ྀが必要な

下の工事に適している。低ৼ動化を重視した設計により，ৼ動ڥ؀

値（3࣠合成値）は，従来機比 3�4 N/T 減の 4�5 N/T を実現している。

外形ੇ๏（全長）は 17 NN短くなっている。

一方，スタンダードタイプ（EC7412S
EC7414S）は，ຒ設され

たଆߔやਫಓ؅などを取り替える作業ۭ間のڱい工事に適し，ユー

ザからの軽量・小型化の要๬に応えている。従来機と比べ，質量は

EC7412S が 9�7 Lg，EC7414S が 10�1 Lg となり，どちらも 0�7 Lg 軽

く，外形ੇ๏（全長）は，EC7412S が 33 NN，EC7414S が 24 NN

短くなっている。

また，高出力・高トルクのカッターઐ用Τンジンは，実用回転域

の出力に優れている。さらにΤアクリーナ，電装系の防ਫ性を高め

たほか，ソフトスタートに加え，始動性を容қにするプライマリー

ポンプ，デコンプを標準装උしている。

そのଞ，ダストシール付の防ਖリコイルを搭載し，คਖによるリ

コイルスタータのרき໭し不良などの対ࡦをߨじている。࢒容量が

見える燃料タンクや開ด容қな燃料キャップにより，作業性も向上

させている。

දᴷ ��　&$%����4�&$����4�&$����4 ͷओͳ༷࢓

ECD7412S EC7412S EC7414S

切断能力‌ （NN） 130 110 130

排気量‌ （N-） 73�5

燃料タンク容量‌（-） 0�7

最高周速度‌ （N/T） 45�2 60�0 70�0

3 ࣠合成値‌ （N/T2） 4�5 6�0 7�0

本体外形ੇ๏‌（NN） 735ʷ279ʷ478 707ʷ240ʷ376 746ʷ240ʷ401

本体ס૩質量‌ （Lg）
（ブレードなし） 12�7 10�1 9�7

価֨（੫込）‌ （ԁ） 454
680 336
960 363
960

問合せ先：᷂やまびこ　એ఻課

˟ 731-3167　広ౡ市安ࠤೆ۠大௩੢ 6-2-11

ࣸਅᴷ ��　΍·ͼ͜　ΤϯδϯΧολʔ

15-〈14〉-07
マイト工業
バッテリー式 LED投光機

NB180-WD

’15.05発売
モデルチェンジ

排ガスや૽Ի対ࡦがٻめられる場ॴで࢖用されるバッテリー式౤

ޫ機について，点౮時間と作業性，安全性の向上をਤったモデルチェ

ンジ機である。

バッテリー容量を従来の 1
440 8Iから 2
200 8Iに増やすことに

より，点౮時間を 8時間から 12 時間に向上させている。バルーン

র໌は 30 8の -EDライトを 用し全౮時࢖ݸ6 180 8の点౮，ย

面のみの点౮や半分の消費電力での点౮など 4段֊での切替機能が

あり，90 8では 24 時間の点౮ができる。

バッテリーはリンࢎమリチ΢ムイオンバッテリーを࢖用し，軽量
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දᴷ ��　/#����8%ͷओͳ༷࢓

全౮での点౮時間‌ （時間） 12

ॆ電時間‌ （時間） 6

-ED消費電力‌ （8） 308ʷ 6

-ED全ޫ速（ルーメン）‌ （-N） 21
000

-ED৭Թ度（ケルビン）‌ （,） 5
000

電஑電圧‌ （7） DC367

電஑容量‌ （8I） 2
200

ॆ電入力‌ （ʵ） "C1007/6007"

バルーン高さ‌ （NN） 1
770 ～ 2
720

全長ʷ全幅ʷ全高（ऩೲ時）‌ （NN） 745 ʷ 570 ʷ 670

૯重量‌ （Lg） 87

価֨‌ （ԁ） 1
296
000

問合せ先：マイト工業᷂　Ӧ業本部

˟ 547-0001　大ࡕ市ฏ໺۠加ඒ北 4-5-6

ࣸਅᴷ ��　ϚΠτ工����8#/　ۀ#　όοςϦʔࣜ -&%౤ޫ機

▶〈15〉作業船

15-〈15〉-01
大旺新洋
グラブ浚渫船兼起重機船

第十五龍正丸

’15.03製作
新機種

Տ઒やߓ࿷などのఈ面の土砂をᔱう土木工事で࢖用するグラブᔱ

ᕕધ兼ى重機ધで，施工؅理システム及びڥ؀対ࡦ，安全対ࡦの改

善をਤっている。

全長 60 N，全幅 24 N，深さ 5 Nの୆ધ上に，2
206 L8 の原動

機を装උしたクレーンを搭載している。グラブバケットは，ೈ土൫

用 30 N3，ߗ土൫用 10 N3，ฏఈ幅広型 30 N3 のラインナップがあり，

1時間当たり໿ 1
000 N3 のᔱᕕ能力を有している。また，ى重機ધ

仕様では，主ר最大定֨荷重 80 t，最大༲程（ਫ面上）26 Nの能

力を有している。

ᔱᕕ施工؅理システム（Sea7iTion‌Navigator）は，Ի響測深ソナー

との連動によりᔱᕕ作業の視֮化がਤれ，高効率化をਤるとともに，

施工データ؅理機能によりᔱᕕデータ（実੷؅理・作業日報・進௙

؅理など）が自動記࿥され，リアルタイムでの施工؅理が可能であ

る。ᔱᕕ深さは，ધ体ࣼ܏・ジブ角度・ટ回角度等に生じるޡ差を

補正する深度補正制御機能と，1 DNの制御能力を持つਫฏ掘装置

により高精度のബ૚ᔱᕕが可能である。ᔱᕕ作業時には，直ܘ

1
300 NN，全長 40 Nのスパッド 3本でધ体をݻ定し，大深度の施

工を行なう。機動力を最大に発شできるようにધट，ધඌにポンプ

ジェット式スラスタを 2基装උし，ધඌ഑置の押ધ（1
471 L8）を

දᴷ ��　ୈेཾޒਖ਼ؙͷओͳ༷࢓

浚渫仕様

直ר能力‌ （t） 110�0

グラブバケットೈ土൫用‌ （N3） 30�0

‌土൫用ߗ　　　　　　　 （N3） 10�0

　　　　　　　ฏఈ幅広型‌ （N3） 30�0

ᔱᕕ深度　ਫ面下‌ （N） 60�0（全༲程 66�0）

起重機仕様

主ר・最大定֨૯荷重‌ （t ʷN） 80�0 ʷ 24�1

作業半ܘ‌ （N） 15�7 ～ 30�4

ジブ角度‌ （ ）˃ 30 ～˃ 70˃

最大༲程‌ （N） ਫ面上 26�0

補ר‌ （t） 9�4

一般主要仕様

ジブ長さ‌ （N） 28�0

原動機‌ （L8/rQN） 2
206/750

ટ回速度‌ （rQN） 0～ 1�2

‌෬ロープ速度ى （N/Nin） 0 ～ 7�2

主発電機‌ （L7"ʷ 7ʷH[） 500 ʷ 220 ʷ 60　2 ୆

補助発電機‌ （L7"ʷ 7ʷH[） 130 ʷ 220 ʷ 60　2 ୆

ポンプジェット‌ （L8/rQN） 302/2
616

スパッド装置‌ （ПʷN） 1
300 ʷ 40　3 基

長さʷ幅ʷ深さ‌ （N） 60�0 ʷ 24�0 ʷ 5�0

価֨‌ （ඦສԁ） 2
376

化（Ԗバッテリーの 1/2）とバッテリーण໋のԆ長をਤっている（໿

1
500 サイクルが可能）。リチ΢ムバッテリーは#MU（バッテリー・

マネージメント・ユニット）でセルバランス؂視を行い，セルのバ

ラツキによる能力低下や過ॆ電・過์電防止を制御している。リン

リチ΢ムイオンバッࢎమリチ΢ムイオンバッテリーは，コバルトࢎ

テリーに比べるとΤネルΪー密度は低いが，サイクルण໋が長く，

ఝ差しなどでも発Րしにくいなどの特徴がある。

ઐ用୆車は 225 NNのۭ気入タイϠを採用し不整地などでの移動

も容қにしている。

෩などによる転౗防止のためのア΢トリガー，足踏み式ற車ブڧ

レーキ，急なམ下を防͙ためのΤアーブレーキ付きの৳縮ポールな

どにより安全性の向上をਤっている。-EDライト・ポール・手押

しϋンドルは，現場へのൖૹや保؅を考ྀしてコンパクトに֨ೲで

きるようにしている。
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問合せ先：大Ԣ新༸ג式ձࣾ　土木事業本部　ߓ࿷土木部

˟ 781-0112　高஌ݝ高஌市ਔҪ田 1625 ൪地 2

ࣸਅᴷ ��　େԢ৽༸　ୈेཾޒਖ਼ؙ　άϥϒᔱᕕધ݉ىॏ機ધ

▶  〈19〉建設ロボット，情報化機器，タイヤ，ワイヤロー
プ，検査機器等

15-〈19〉-01
ケルヒャー ジャパン
業務用冷水高圧洗浄機

HD 4/8 C

’15.06発売
モデルチェンジ

工場の設උ・機械・パーツ，自動車，建෺の外น，ビル・マンショ

ンのڞ有スペース，৯品スーパーのバックϠードなどの幅広い用途

でのચড়を૝定した業຿用ྫྷਫ高圧ચড়機である。動力は୯相

100 7 で様々な作業ڥ؀で࢖用できる。

スリムなデザインと持ち運び用の大型ϋンドルの採用によってย

手で持ち上げることができ，段差のある場ॴでも移動が容қである。

දᴷ ��　)%�����$ ͷओͳ༷࢓

1�520-155�0 1�520-156�0

動力 ୯相 100 7　50 H[ ୯相 100 7　60 H[

モーター入力‌ （L8） 1�4

モーター出力‌ （L8） 1�0

ਫ量‌ （-/I） 400

圧力‌ （MQa） 8

‌ਫԹ度څ （ˆ） MaY‌60

‌ਫ圧力څ （MQa） MaY‌1

自څ高さ‌ （N） MaY‌0�5

ચٵࡎ引量‌ （-/I） 0 ～ 25

૽Ի値‌ （d#） 86

電源コード長‌ （N） 5

ੇ๏‌ （NN） -ʹ380ʷ8ʹ360ʷϋンドルऩೲ時　Hʹ620
（ϋンドル最大引き上げ時　Hʹ930）

質量‌ （Lg） 23�7

価֨‌ （ԁ，੫別） 140
000

問合せ先：ケルώャー‌ジャパン᷂

˟ ฏࡔ大࿨ொদ܊઒ࠇݝ৓ٶ　981-3408 3-2

ࣸਅᴷ ��　έϧώϟʔ�δϟύϯ)%�����$　ۀ຿༻ྫྷਫߴѹચড়機

また，電源ケーブルや高圧ϗースをまとめるラバーバンドとノズ

ルなどのऩೲスペースがあることで，移動・保؅時の部品のམ下・

ฆࣦを防げるとڞに，省スペース化によってコンパクトऩೲとなっ

ている。

新デザインのڅਫޱと一体型の大容量フィルターは，目٧まりし

にくく，ਗ਼૟も؆୯でメンテナンス性が向上，໢目がࡉかくなった

事でҟ෺ࠞ入によるポンプのނোリスクを低減している。

作業中断時の保持圧を低くする新型ポンプの採用で଱ٱ性を向

上，ガンを握った直後の൓動が少なくなり，作業員の負担も軽減さ

れる。

ケルώャーࣾの高圧ચড়機は「Ոఉ用」と「業຿用」に分かれて

おり，業຿用ではՈఉ用に比べ長時間・高ස度・より多くのڥ؀で

の࢖用を૝定した構଄としており，଱ٱ性がある。

ซ用することで自༝な操ધができる。また，油圧ポンプユニットは，

୯ಠ࢖用・合流࢖用（高出力化）の切り替え操作により，΢インチ

，の作業時間の短縮ができڈ下げ操作，スパッド設置・撤ר・上げר

正確なᔱᕕ位置・ୀ避場ॴへのਝ速な移動ができる。

にඋえるため，ધ体燃料タンクをೋނとして，不ྀの事ࡦ対ڥ؀

重構଄にしたほか，作動油に生分解性オイルを࢖用し，オイルがւ

上に࿙Ӯした場合でも自વ界に存在するバクテリアにより生分解化

される。このほか，ધ内の廃غ෺を適正にॲ理できる油ਫ分離装置

やԚਫॲ理装置，生ΰミॲ理機を装උするとともに，作業૽Իを低

減するため，༶重装置のマフラーは，௒低૽Ի型（84 d# 対応型）

としている。また，操ધࣨの԰上にଠཅޫ発電機パネルを設置して

おり，ધ内の補助電力として࢖用できる。

安全対ࡦとして，作業ঢ়況を؂視するためクレーン前後部各 1୆，

操ધ΢インチ部 4୆，スパッド部 3୆，そのଞ 4୆の計 13 ୆の؂

視モニターを設置している。また，スパッドଧ設不可能な作業にお

いては，土運ધ等が本ધに接ݳするࡍ，本ધのアンカーチェーンに

接৮しないようにਫ深を確保できる֨ೲ式アンカーラック構଄のঢ

߱式チェーンガイドローラを設置し，接ݳ時の接৮事ނの防止を

ਤっている。




